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!鱗義斎穐醒霧ゼ孫t基「
モ
リ

・
カ
ケ
疑
惑
」

隠
し
の
解
散

・
総
選

挙
は
、

改
憲
勢
力
が

３
劣

の
２
超
を
占
め

「
信
を
得
た
」

「
み
そ
ぎ
は
済

ん
だ
」

と
、

選
挙
後

の
特
別
国

会

で
も
横
暴
を
極
め
て
い
る
。

そ
れ
で
も
市

民

・
野
党

の
共

闘
は
元
気
に
あ
き
ら
め
す
、

毎

月
３
日
、

１
９
日
の
総
が
か
り

行
動
を
元
気
に
続
け
て
い
る
。

‐１
月
３
日
の
秋
情
れ
に
５４

人

が
参
加
。

「
９
条
壊
す
な
安
倍

政
権
」

コ
ー

ル
や
社
民
党
宮

日

代
表
も
数
で
押

し
切
る
ア
ベ
政

治

の
や
り
方
を
批
判
、
　
塁
戸
を

揚
げ
続
け
よ
う
」

と
訴
え
た
。

１
９
日
の
総
が
か
り
行
動

で

も
お
か
や
ま

い
っ
ぽ
ん
と
共
同

街
宣
に
続
き
、

山

□
二
郎
法
政

岡
山
県
津
山
市

の
北
、

恩
原

ダ

ム
湖
畔
に

「
憲
法
九
条

の
碑
」

が
建
っ
て
い
る
。

憲
法
９
条

の

危
機
が

い
わ
れ
る
中

「
碑
」

を

建
立

し
た
元
津
山
市
議

の
秋
山

幸
則
さ
ん
に
思

い
な
ど
聞
い
た
。

「
九
条

の
碑
」

建
立
に
思

い

至
っ
た

の
は
、

労
働
運
動
や
市

議
７
期
２８
年
勤
め
た
自
身

の
政

治
活
動

の
原
点

で

あ
る

「
反
戦
平
利

・
反
核
反
原
発
」

の
闘
い
が
あ
る
。

一
昨
年

の
戦
争
法

強
行
で
、

そ

の
後
、

共
同
代
表
し
て
い

る

「
憲
法
九
条
世

界

へ
末
来

へ
岡
山

大
学
教
授

の
後
援
に
は
会
場
を

・・．

埋

め

る

２

０

０
人
が

参

加

し
た
ｎ

ま
た
、

党
定
例
街
宣

の
１
月

２
２
日
、

あ
い
に
く
の
雨
で
タ

カ
６
時

の
寒

い
中

で
も
７
名
が

参
加
。

マ
イ
ク
を
持
っ
た
武
本

幹
事
長
は

「
い
ま

一
番

の
心
配

や
悩
み
は
生
活

の
こ
と
。

ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
よ
く
な
っ
た

の
は

大
企
業

・
富
裕
層
だ
け
」

と
安

倍
政
権

の
経
済
政
策
を
批
判
。

ま
た
、

選
挙

で
は
全
く

□
を

閉
ざ

し
た
９
条
改
憲

の
狙
い
を

指
摘

し
て
訴
え
、

参
加

の
党
員

は
プ

ラ
ス
タ
ー

カ
ー

ド
を
掲
げ

て
雨

の
中
、

家
路
を
急
ぐ
市

民

に
訴
え
た
。
　

　

　

（
野
崎
）

連
絡
会
」

の
総
会

で
碑

の
建
立

の
思

い
を
話
し
た
。

碑

の
石
材
は
支
援
者

の
寄
贈

な
ど
多
く
の
協
力
を
得
て
昨
年

５
月
３
日
竣

工
、

除
幕
式
に
は

支
援
者
ら
約
５
０
名
が
参
加
。

当
日
の
あ
い
さ

つ
で
碑
に
寄
せ

る
思
い
を

「
子
供
た
ち

の
末
来

に
、

平
和
を
手
渡
す
た
め
に
、

戦
争
法
を
廃
止
し
、

憲
法
九
条

を
守
り
抜
く
決
意
を
込
め

て
」
、

ま
た

「
人
生

の
集
大
成

の
証
と

し
て
永
久
に
残
る
、

憲
法
九
条

の
碑
を
建
立
」

し
た
と
語
っ
た
。

取
材
当
日
の
２
４
日
、

道
脇

は
５

鋪
程

の
雪
が
あ
り
、

ダ

ム

湖
沿
い
の
秋
山
氏

の
私
有
地
に

「
碑
」

が
建
っ
て
い
た
。

高
さ

ｌ

ｍ
の
白

い
石
組

の
合
座
に
、

縦

１

・
ｌ

ｍ
×
横
１

・
２

ｍ
の

黒
御
影
石
造
、

走
る
車
か
ら
も

一
目
で
わ
か
る
堂
々
た
る
も

の
。

道
側
正
面
に
は

「
日
本
国
憲
法

第

二
章
　
戦
争

の
放
棄
」

全
文

が
刻
ま
れ
、

裏
に

「
憲
法
九
条

の
碑
」

と
題
し
て
、

「
憲
法
九

条
を
守
り
抜
く
決
意
を
込
め
て

こ
こ
に
憲
法
九
条

の
碑
を
建
立

す
る
」

と
あ
る
。

も
う

一
つ
の
思
い
が
台
座

の
中

“

の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
だ
。

「
思

い
つ
き
」

（
秋
山
氏
）

で
、

自

身
関
わ
っ
て
き
た
記
念

の
品
や

資
料
を
収
め

「
１
０
０
年
後
か
、

い
つ
か
誰
か
が
、

歴
史
を
思
い

起

こ
し
て
く
れ
た
ら
」

と
話
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ユ

・
矢
吹

・
野
崎
）

度
は

フ
ァ
ビ

ン
グ
と
い

う
新
語
が
話
題
に
。

フ

ァ
ク
ト
チ
エ
ツ
ク

・
フ

エ
イ
ク

ニ
ュ
ー

ス

・
ラ
ス
ト
ベ
ル

ト

・
リ
ス
ペ
ク
ト

・
プ

レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー

・
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー

ス
ト
…

と
ど
め
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス

か
？
次
々
と
横
文
字

・
カ
タ
カ
ナ

言
葉
が
並
ぶ

▼
政
治

の
世
界
で
は

突
然

の
新
党
に

一
千
石
人
が
投
票

す
る
。

カ
タ
カ
ナ
文
字
が
溢
れ
る

中
、

真
逆

の

「
男
気
」

？
が
強
調

さ
れ
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
影
響
も
大

だ
っ
た
と
か

▼

「
最
近

の
政
治
は

分
か
り
に
く
い
し
、

考
え
る
の
も

め
ん
ど
う
」

と

の
電
話
が
あ
っ
た
。

見
せ
掛
け

の
利
便
さ
が
優
先
す
る

社
会
に
あ
っ
て
、

本
当
に
大
切
な

な

こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
は
い
な

い
か

▼
先
日
、

Ｊ
ア
ラ
ー

ト
試
験

と
か
で
片

日
舎

の
広
報

ス
ピ
ー

カ

ー
が
鳴
つ
た
。

「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と

プ

レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

の
共
存

の
不
可
思
議
」

（
朝

日

‐０
／
２６

）

も
、

日
常

の

一
つ
に
な
っ
て
し
ま

う

の
か

▼
師
走
、

忘
年
会

の
話
題

の

一
つ
に
戦
争

へ
の
歯
止
め
を
果

た
し
て
き
た
憲
法
９
条
を
肴
に
議

論
も

一
者
か

▼
さ
て
本
文
３
５
７

字
中
、

カ
タ
カ
ナ
８
２
字
２
３
％
。

分
か
り
難
い
の
は
カ
タ
カ
ナ
だ
け

で
も
な
い
か
？
反
省

の
１
年

（
の

定
例
学
習
・流
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐２
月
‐２

日

（
第
２
火
）

１
８
時

弓
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

‐２

月
２２

日

（
月
末
金
）

１
８
時

※
聴
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
迎

い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館

改憲
アベ

秋山幸則さん(左)と取材の矢吹(右)さん
戦争の放菜 日本国憲法九条の碑の前で

衆院選後、11月 3日の
"ア
ベ政治を許さない

"

総がかり行動で、マイクを持つ社民党宮日代表

党 県 連 合 琶重力日 言志
11/3 総 がかり行動
11/6 5区 井原支吉8
11/7 お きゃ間1・2区党員会議
11/9～ 10 中 国フロック書記局交流
11/15 お かやまいっぽん意見交換会
11/17 岡 山シ平和推進協議会
11/18 岡 山地区労定期大会 (宮日)
11/19 総 がかり行動
′′   9条 改憲NOl 講 演会
11/20 さ よなら原発実行委員会 (試本)
11/22 佐 与谷川産廃上反対 ・裁判
′′   社 民党定例街宣 マ ツキヨ前
11/28 社 民党中国フロック幹事会 (広島光
11/29 安 保法制違憲訴訟 □頭弁論  :

声
し

根室ながきり毘布
200g 1000円
社民党県連含まで

フォン (電話)と スナビン
グ (無視)を 合成した新語
横綱日馬富士が後輩力士を
注意して起こした事件で原
因となつたときのしぐさ

11/22雨 の中、社民党定例街宣で訴え

12/16 13:30
おかやまいっぽん衆院選総括
勤労者福祉センター

講演とトーク (別紙チラシ)

12/19 18:00へ ■9:00
総がかり行動
岡山駅東ロ マ ツキヨ前
戦争をさせなしヽ1000人 委員会

1

年記念岡山県集会 (実行委員長 :奥津亘)
⑥2000整 理券党にあります
岡山国際交流センター2F国 際会議場
講演 :谷川雅彦 「部落差別解消推進法」

1 :00へ ′13:
アベ政治を許さないプラスター行動
岡山駅東ロ マ ツキヨ前
総がかり岡山※雨天決行


